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ＴＡＣが予想する合格ラインは、   36点±1と思われます。（11/28　発表）
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　目立った目新しい論点は出題されず、過去問の範囲内からの
出題が多く、受験者の多くが昨年に比べ、「易しい」と感じた
のではないかと思われる。合格ラインも昨年（34点）よりも上
昇することが予想される。出題形式では、前年同様、個数問題
（11問）や組合問題（３問）が多かった。

　科目別には、「賃貸不動産管理に関係する法令」は新しい
テーマとして「共有（問22）」が出題されたが、その他は既出
の論点が多かった。「賃貸住宅管理業法等」は出題数が昨年と
同じであり（20問）、平易な問題と難易度が高い問題が明確に
分かれた。また、細かい点が問われたた問題もあり、難易度は
全体として上昇した。「賃貸不動産管理の実務」では、会計問
題や保険の出題がなく、「人の死の告知に関するガイドライ
ン」（問43）が２年連続で出題された。その他の問題（原状回
復ガイドライン・標準契約書・税金等）は平易な問題が多く、
得点しやすかったと思われる。「維持・保全」は、難問（問
６・13）以外は既出のテーマが多かったため、確実に得点した
いところである。


